
正 誤 表 

 
「植込み型心臓不整脈デバイス認定士公式テキスト」 
下記の箇所に誤りがございました．謹んでお詫びし訂正いたします． 
 

頁 該当箇所 誤 正 
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本文右段 

14 行目 

また心房ペーシング閾値に関しては，Abbott 社製以外は ER 方式

ではなく，心房ペーシング後の自己心房調律出現の有無，自己房室

伝導による心室興奮の確認（図 5）を行い，ペーシング閾値を測定

している．このことから，洞調律が停止した完全房室ブロック症例

の場合，設定が困難である． 

また心房ペーシング閾値に関しては，Abbott 社製は ER と波形比

較（Kendall Tau 相関）による方式で，Boston 社製は ER 方式で

行っているが，それ以外は心房ペーシング後の自己心房調律出現

の有無，自己房室伝導による心室興奮の確認（図 5）を行い，ペ

ーシング閾値を測定している．このことから，洞調律が停止した

完全房室ブロック症例の場合，設定が困難である．また心房ペー

シング閾値自動測定は，Abbott 社製以外，AAI モードでは不可で

ある． 

再分極波 
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b モードチェ

ンジ機能の 1）

の小見出し 

1）BIOTRONIK：VS suppression 1）BIOTRONIK：VP suppression 
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167 本文 1 行目 頸動脈怒張 頸静脈怒張 
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